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高 嶋 稔
0.音 声 の聴 覚(Auralperception)
未 習得の外 国語 のあ る単位言語材料(Speech-unit)を聞 くと,我 々は一定
の組織 を もたない音声 の連続 で あ る,と 感 じるだけであって,も ち ろん,そ
の意味を理解す ることはで きない。 また,そ の外 国 語 の 聴 覚 豫(ACOustic
image)が弱いため 口真似 して同 じ音声を発す ることは困難であ る。
外 国語 を素材 言語(Language,langue)としてで な く,運用 言語(Speech,
parole)として習得す る際,ま ず,そ の外国語の音声組織 を習得す ること,
つ ま り,フ リーズが述べてい る ように 「談話 の流れ(Streemofspeech)を
理解 し,音 の示差的特徴(Distinctivesoundfeatures)を聞き分け,自 分の
くの
発音 をそれに近づけ る」 ことが必要 である。
言語 の伝達径路(speechcircuit)を考察す ると,た とえば,英 語の/it+iz
+bD#/の発声作用に よる音波は 聞 き手 の耳 の鼓膜に達 し,聴 覚 作 用 と し
て,鼓 膜は/it+iz+bη#/とい う音波に応 じた振動を うけ ると同時に,同 じ
振動 に対す る過 去の学 習に よって定着 された経験か ら/it+iz+1)塀/とい う
有意味 な音が もつ聴覚像 が換起 され る。 この時,聴 覚像 と連合 した概 念が浮
か びあが って きて,話 し手の発 した/i七+iz+bη#1とい う音声が 「それは長
(1)こ こ で い う所 説 はRobertLadoandRichardD・Andrade,TESTOFAURAL
PERCEPTIO2>刀VENGLISEIfor/apaneseStudents,EnglishLanguage
Institute,UniversityofMichigan,1950・を さす 。
(2)CharlesC.Fries,TEACHINGANZ)LEARNINGENGUSUASFOREJGI>
LANGUAGEUniversityofMichigan,1945.p.3,
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い」 とい う意味で あ ることが了解 され る。
言語 の伝達径路の中で重要 な役割をす る聴覚像 を換起す るのが音声 の聴覚
(Auralperception)であると考え られ る。音声 の聴覚で大切 な ことは,音 声
の聞 き違 いに よって異 なった聴覚像 を換起 しない よ うにす ることであ る。
た とえぽ,英 語 の/it十is十loη#/を聞い て,こ れを/it+iz+rつη#/と明瞭
に 区別で きることで あって,音 声 の絶対的 な 差違を 聞 き分け ることではな
い。つ ま り,音 声の聴 覚は音の示差的特徴を認 知す る ことであ る。
外国語 の音声組織 を習 得す る際に璋害 とな る ものの一つ に母 国語 の言語習
慣が あ るが,そ の 章害 を克服 して,外 国語 の音声組織を どの程度 まで習得で
きたか,を 把握す るための評価 は困難 であ る。音声組織習得の評価 には,音
声の聴覚 と音声の理解(Auralcomprehension)の二つがあ る。 ラ ドー とア
ソ ドレイ ドが協力 して,特 に,日 本人学 生の英語 の音声聴覚能力を評価す る
の
ために作成 した 「日本人学生のための英語聴覚 テス ト」(以下 「聴覚 テス ト」
と略す)は,こ の種 の テス ト問題 としては 画期的な もの と して各地で利用 さ
れてい るであろ う。 しか し,「 聴 覚 テス ト」に含 まれ てい る問題 の批判や,
この テス トを使用 して得た結果を どの よ うに処理 し,ま た,そ れをいかに活
の
用 したか,な どの具 体 的 な デー タはあ ま り発表 され てい ない よ うであ る。
小論は 「聴 覚 テス ト」の問題点の検討 と 「聴覚 テス ト」を使用 して実施 した
テス トの結果 を報告す る ものであ る。
1.「 聴 覚 テス ト」 解 説 の 検 討
「聴覚 テス ト」の序 文は フ リーズ博士 に よって書かれ てい るが,そ の序 文
ωRobertLadoandRichardDAndrade,1950.op.cit.
(2)本学 の外 国 語 実 験 ・実 習 室 で は1962年以 来,語 学 演 習 装 置(LanguageLabora-
tory)によ って ,「聴 覚 テ ス ト」の問 題 を 使 用 して新 入生 全 員 に入 学 当 初 テ ス トし,
1年 後 に 同様 の テ ス トを実 施 してい る。 そ の結 果 を 宇 賀 治 助 教 授 が ま とめ,さ ら
に,そ の デ ー タ ーに よっ て 英 語 発 音 教 材 が 作成 され,外 国 語 実 験 ・実 習 室 に お け
る1年 生 の英 語 演 習 の時 間 に発 音 矯 正 の教 材 と して試 験 的 に 使 用 され て い る。
「聴 覚 テ ス ト」 を 利 用 し た 部 分 的 な デ ー タ と し て はJerisEStrain,
``DIFFICULTIESINMEASURINGPRONUNCIATIONIMPROVEMENT
,"
Language五θσ7η伽3・VQI・XIII,Nos・3apd4,PP・217-224,
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で,「 英語 と日本語 の音素組織 を比較 し,問 題点 の一覧を作 り,テ ス トを作
成す る実際 の仕事は,ラ ドー博 士 とア ソ ドレイ ドの協力に よってな され,解
説 文は ラ ドー博士 に よって書かれた」 と述べ てい るよ うに,テ ス トの問題 の
前 に13ペー ジにわた って英語聴 覚 テス トにつ いての解説が あ る。それは,お
おむ ね,1.聴 覚 テス トの意味(SignificanceoftheTestofAuralPercep-
tion)2・テス トされ るべ き問題 点(Problemstobetested)3.テス トの
実施(Administrationofthetest)の三つに分け ることがで きる。 これ ら
を順 に検討 してみ る。
1.L聴 覚 テス トの意味
ラ ドーは 「聴覚 テス ト」が言語 テス トの分野に重要 な貢献 をす る,と して
そ の理 由をつ ぎの よ うに述べてい る。
(1)英語 の音声組織の有 意的対 立の把握 を テス トす る。
(2)その把握は(被 験者が)読 む ことや 書 くことに 頼 る ことな く測定 さ
れ,過 去 におい て可能であ った よ り,多 くの直接性 と妥当性を もつ 。
(3)多くのテス トの よ うに数字で表わ され る素 点(Numericalscore)や基
準(Norm)をもた らす だけで な く・さ らに,学 生の特殊 な問題点につい
ロ　
ての診断的 資料(Diagnosticinformation)を作 りだす 。
この三つ の理 由に よって,「 聴覚 テス ト」が,は た して言語 テス トに重要
な貢献 をす るで あろ うか。実 際に 「聴覚 テス ト」の問題を参考 に して考察 し
てみ る。
LLl.英 語 の音声組織 の有意的対立の把握
「聴 覚テス ト」 の問題は ラ ドーとア ソ ドレイ ドが,日 本人学生に とって識
別困難 であ ると考えた英語 の分節 音素につい ての22の問題点 を,前 もって配
列 された順 に4回 ずつ,そ して,英 語 の子音結 合に関す る問題 を12回テス ト
す るよ うに なっていて100の問題 を解答す る ことにな る。 まず,日 本人学生
が識別困難 と考 え られ る英語 の分節音素を どの よ うに,何 を問題 の中に含め
(1)RobeTt鳴aqQqnqRicねarqD,Andrade・o?・cit・・P・1,
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たかが重要であ る。 さ らに100の問題 の中に含 まれてい る英語 の分節音素 と
子 音結 合のほかに,日 本 人学 生が識別 困難 な英語 の 有意的音 の 対 立はない
か。 また,「 聴覚 テス ト」を使 用 して テス トを実施 した結果に よって,ど の
程度 日本人学生の英語聴 覚能力を把握 で きるか,が 問題で ある。 これ らの点
については後述 の2・1・,2.2・,4・2・で検討す る。
1.1.2.テ ス トの方法
ラ ドーが 「聴 覚 テス ト」 の解説(PP・4～6)で述べ てい るよ うに,テ ス トの
方法は,1例 を示す と
試験官が読 むGIVEMEABEET・
GIVEMEABEET.
GIVEMEABIT,
被験者が まる(○)で か こむ0① ②3
つ ま り,試 験官が三 つの発話(Utterance)を続 けて読み,被 験者はそれ を
聞いて各発話 の全部の音が同 じであ る ものの番号に○をつけ るよ うにな って
い る。(解 答用紙には,あ らか じめ,0123の 数字 が印刷 され てい る)
もし,三 つ の発話が 同 じであれぽ,1,2,3を ○でか こみ,三 つの発話にそ
れ ぞれ異 な る音があれ ぽ0に ○ をつ け ることにな る。 この方法は一 問題 につ
き,0,1と2,1と3,2と3,1と2と3に ○ をつ け る5と お りの解 答が可
能 とな るわ けで ある。
従来,多 くお こなわ れて きた発音記号 を使 ってテス トす る方法や,あ る数
字が一定の 音を表わす よ うに,あ らか じめ約束 しておいて テス トす る方 法に
くらべ ると,「聴覚 テス ト」の テス ト法は,被 験者 が多 くの ことを読 んだ り,
書 いた りす る必 要がない,な どす ぐれ てい る点が多い。 また,二 者択一に生
じがち な偶 然性 も相 当 さけ られ る。
しか し,こ の方法は僅か の時間ではあ るが三 つの発話 を記 憶 して比較 しな
けれぽ な らないので,聴 覚 の残像効果が問題 にな る。被験 者は第1の 発話を
聞 くζ,そ の発話に含 まれ てい る全部の音を記憶 し,第2の 発話 を聞 き終っ
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た時,記 憶 してい る第1の 発話 と瞬時に比較 し,も し,相 違が認め られれぽ
それ も記憶に加えて,最 後の発話を聞き,は じめの二つの発話 と同様に比較
して解答を記入す ることになる。この時,三 つの発話の中で,一 つの音で も
記憶に曖昧な点があると,そ の問題の有意的な音の対立を識別できても正解
ができな くなることも考え られる。
筆者は過去3年 間に,本 学の学生や本学を会場 として開催 されてい る北海
道英語教員講習会の受講者を被験者 として,外 国語実験 ・実習室の語学演習
装置(LanguageLaboratory)(以下L・L・と略す)を 使用 して実施 してい る
「聴覚テス ト」を使ったテス トに立ち合って,被 験者が解答を記入す るのを
の
観 察 して きたが,解 答を少 し考えてか ら記 入 した り,一 旦,記 入 した解答 を
消 して,書 きなおす ことが時 々見受け られた。 この種の テス トで,解 答の記
入 をち ゅ うち ょした り,一 旦,記 入 した解答を書 き換えた りす る一つの理 由
に,音 の記憶 に曖昧 な点が生ず る,と い うことが考え られ る。 もち ろん,現
在 まで64回ほ ど,こ の テス トの実施 に立ち合って,被 験者を観察 し,毎 回見
られた現象であ るとい うだけで聴覚 の残像効果が どの程度障害 とな るかを具
(2)
体的に述べ ることはで きない。 この点については後述 の4.1・で テス ト実施
後 のデー タか らも う一一度考察す る。
1・L3・ この テス トか ら得 られ る診断的 資料
ラ ドーは 「聴覚 テス ト」 の問題 の配列につい て述べ てい るだけであ って,
ね
(1)立ち合 った 回数 は,1962年本学1年 生4ク ラスに 入学時 各1回 ずつ,1年 後に
各1回,同 様に1963年の1年 生4ク ラス各2回,1964年の1年 生4ク ラスに各1
回,1965年の1年 生6ク ラスに各1回 で計26回。 毎年 夏期休暇 中に お こなわれ る
英語教員講 習会 の 受講 者全員 に 講 習会 の始 め と 終 りの 日に テス トを してお り,
1962年8クラス,1963年8クラス,1964年3クラスに各2回 ずつ で計38回。合計
64回。
(2)被験 者に100問題 の中で,ど の問 題が記憶 に曖 昧な点 があ って,解 答 記入 の際
に とまどったか,に つい てそ のつ ど解答用紙 に記入 して も ら うと,相 当は っ き り
した データ が で る と考 え られ たが,そ うす ると,被 験者 に余分 の神経 を使 わせ
る ことにな り,本 来 の英語聴覚 テス トの 目的か ら逸脱す るおそれ があ ると思 われ
た ので,で きな か った。
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この テス トが どの よ うな診断 的資料を もた らす かについては具 体釣に述 べ て
いない。 これは,「 聴 覚 テス ト」の問題 が どの よ うに して作成 されたか,さ
らに,問 題 をあ らゆ る観点か ら検討 して,こ の テス トの妥 当性(Validity)や
の
信頼性(Reliability)を把握 しなけれぽ具 体的に どの よ うな診断a勺資料を もた
らす か につい ては,は っき りいえないであろ う。 「聴 覚 テス ト」の問題 を検
討 した後,考 え られ る診断的資料 に どの よ うな ものがあ るか,を 考察す る。
(∠Ll.,4.2.)
2.テ ス トされ るべ き問題 点
ラ ドーは 「聴 覚 テス ト」 を作成す るにあたって 「音素論 として知 られ てい
(2)
る言語学の分野におけ る最近の進歩を取入れ」 「日本語 と英語の音声組織の
(3)
音素 分析 をお こない,一 致 しない点を 見出す ために双方を比較 した」 と述べ
てい るが,具 体的 に どの よ うな分 析を して,問 題点 を選 出 したかについ ては
言及 してい ない。 また,日 英両語 に地理的,階 級的 な種 々の方言が あ るが,
どの方言を対象 として分析 し,比 較 したかについ て もふれ ていない。 「聴覚
テス ト」の解説 の8ペ ー ジにの ってい る分節音素 の一覧表か らは,英 語は一
般 アメ リカ英語(GeneralAmerican),日本語は いわ ゆ る東京 の標準 日本語
(「ヒ」 と 「シ」,「ヒャ」 と 「シ ャ」の区別があ る もの)を 対象 と したで あろ
うと推 測 され る。 この分節音素 の一 覧表 を見 ると,一 般 ア メ リカ英語 と標 準
日本語 に認 め られ るすべ ての音素 をあげ てい るわ けでは ない し,日 本語 の分
節音素 表には異音 と考 え られ る もの もあげ てい るので,ま ず分節 音素一覧表
か ら検討す る。
2.1.日 英語 の分節音素一覧 表
(1)「聴 覚 テ ス ト」 の 解 説 文7ペ ー ジ で,ラ ドー は 「聴 覚 テ ス ト」 と 同 じ形 式 で 作 成
した 「ラ テ ン ・ア メ リ カ 人 学 生 の た め の 聴 覚 テ ス ト」(TestofAuralPercePtion
forLatin-AmericanS七udents)の信 頼 性 は ・90±・02であ る ,と 述 べ て い る。
(2)RobertLadoandRichardD.Andrade,op.cit.,p.1。
(3).[bia.,P.8.
英 語 聴 覚 テ ス トの 検 討
SegmentalPhonemesofEnglish
(83)
(1)
segmen七alPhonemesofJapanese
Consonants
?
?
??
》〕
?
?
?
?
mnI〕
fOs忌h
v6zi
lr
y W
Vowels i(iy)U(UW)
1(i)u(u)
e(ey)eo(ow)
ε(e)つ
εea
Consonants
pt
bd
こ
j
mnfi
sき
Z
r
y
?
??
1〕
h
W
??
e
a
u
O
日本語 と英語 に どの音素 を認 め るか は個 人の解釈,扱 う対象,目 的 な どに
よって異 な るが,こ の点 については 小論の範囲外 であ るのでふれ ることはで
きない。 しか し,英 語 の有意的 な音 の うちで,と くに 日本人学 生に とって識
別 しに くい点 を見出す ために,日 英語 の音素 と比較 す るとい う観点で前記音
素 の一 覧表 を検討す ると,日 本語 の子音音素 には,日 本 人の立場か らみ て異
音 と認 め られ るものが あげ られてい る。た とえば,伶/は ノi/の前 にのみあ
らわれ るが,こ れは/S/が/i/の前 で/酬 に異 音化 した もの と考 え られ,〆S/
と/9/は同一 音素/s/と解釈 で きる。 同様 に/」ノは/i/の前 にのみあ らわれ
(1)こ の音 素 の表 記 法 は い わ ゆ る フ リー ズ ・パ イ ク方 式 に よ って い るが,そ れ は,
この 「聴 覚 テ ス ト」 がStaffof七heEnglishLanguageInstituteの名 で 出版 さ
れ,し か も,当 時 の ミシ ガ ン大 学 英 語 研 究所 の所 長 は フ リーズ で あ っ た た め で あ ろ
う。 そ の後 の ラ ドー の著 書(加%8π α3θTθ5'伽9,1961・Langua. eTeaehing,1964・)
で は,音 素 の表 記 法 が トレガ ー ・ス ミス方 式 に よ っ て い る の と,筆 者 も フ リー ズ ・
パ イ ク方 式 に は 異 論 が あ る の で ,小 論 の音 素 表 記 は 全 て トレガ ー ・ス ミス方 式 に
よ る。 上 記一 覧 表 で()内 に 入 れ た の は トレガ ー ・ス ミス 方 式 に 変 え た もの で
あ る。 筆 者 の フ リー ズ ・パ イ ク 方 式 に対 す る異 論 に つ い ては 「英 語 複 合 母 音 核 音
の 解 釈 と表 記 の問 題 点 」(小 樽 商 科 大 学 「人 文 研 究 」 第28輯)参 照 。
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るだけであるか ら/」/も/z/の異音となる。 また/η/は/9/の鼻音化 した も
の と解釈できる。従 って前記 日本語の分節音素表か ら/9/,/」/,ノη/は除 く
ことができる。
つぎに 日本語の/五/は日本語に特徴的なものであって,特 殊音素の一つで
ある。つ まり,子音音素の中にあって,他 の音素と結合することがな く,単
独で1音 節を構成するものである。 ラ ドーは この特殊音素を日本語の音素に
認 あているのであるか ら,同 様な特殊音素/q/(促音)と/R/(引 音)も 日
本語の音素表に入れなければ充分な 日英語の音素比較はできない。
このよ うに前記分節音素一覧表には考慮の余地があることか ら,ラ ドーが
述べている 「この分節音素表は 日本語 と英語の音声組織の類似点 と非類似点
の
を全面的に示す 」 とは考え られ ない。
日本語 と英語 の音声組織 を比較 した場合に,著 しく異 な る点の一つに音節
構造が ある。 この音節構造 の相違が 日本人学生 の英語 の音声聴覚 に大 きな障
害 を もた らす と考 え られ るが,前 記分節音素一 覧表 だけでは この点へ の配慮
を見出す ことはで きない。
た とえぽ,日 本語 の母音は一つで1音 節を構成 し うるか ら,母 音が二つ な
らぶ と2音 節に な る。 しか し,英 語 の/iy,ey,ay,oy;uw,aw,ow/など
の いわ ゆる二重母音は,す べ て1音 節で あ る。 日本語 の言語習慣が障害 とな
って上 記の二重母音は類似 した単母音 と混 同す る ことが予想 され る。前 記の
英語分節音素表 には/iy,ey,uw,つw/はあげ られ てい るが/DY,ay,aw,3w/
が無 いので,前 記 日英語 の分節音素表では これ らの二重母音 と 日本語 の母音
音素 との比較はで きない ことにな る。
2・2・ 「聴覚 テス ト」に含 まれ ている英語聴覚上 の問題 点
ラ ドーは 「聴 覚 テス ト」の問題100題の中に含 まれ てい る日本人学生が 識
別 困難 と考 え られ る23の英語 の有 意的音の対 立を つ ぎの よ うに 要約 してい
る。
(1)RobertLadoandRichardD・Andrade,op・cit.,P・8・
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/1/confusedwith/r/,wi七h/d/,andwithunaspirated/t/.
/i/confusedwith/iy/.
ノv/confusedwith/b/.
/u/confUsedwith/uw/.・
/m/confusedwithIB/insyllablefinalpositionexceptbefore
abilabialconsonant.
/f/confusedwith/h/。
ノ∂/confusedwith/0/。
/6/confusedwith/t/before/iy/or/i/.
/n/confusedwith/i]/insyllablefinalposition.
1i/confusedwi七h/e/.
/s/confusedwith/6/before/iy/or/i/.
/ε/confusedwith/a/.
Aconsonantclusterorcombinationconfusedwiththesame
consonantsseparatedbyvowels.
/θ/confusedwith/s/.
/d/confusedwith/j/before/iy/,orwith/z/.
/g/confusedwith/Lr/inintervocalicposition.
/δ/confusedwith/」/.
/z/confusedwith/」/.
/e/confusedwith/JE/.
/r/confusedwith/dノ 。
(1)RobertLadoandRichardD・Andrade,op.cit.,PP.10-11.
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21.
22.
23.
24。
25.
Aconsonantclusterorcombinationconfusedwiththesame
consonantsseparatedbyvowels.
/z/confusedwith/∫/beforeliy/or/i/.
/a∋/confusedwith/a/.
Aconsonantclusterorcombinationconfusedwiththesame
この聴 覚上 の問題 の一覧は前記(2.
.較す ることに よって作 成 されたそ うであ るが,
に どの よ うな配列で この23の聴覚上 の問題 点が含 まれてい るかを知 るた め,
100題の問題文か ら問題 の中心 とな る音素 を抽出す ると つ ぎの よ うにな る。
consonantsseparatedbyvowels.
/e/confusedwith/εe/.
L)の 日本 語 と英 語 の 分 節 音 素 表 を 比
実 際 の テ ス ト問 題 に は 具 体 的
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/d/一/d/一/r/
!vid/一/vid/一/vd/
/Z/一/Z/一/Z/
/re/一/…£/一/a/
/b1/_/bo1/_/bel/
/e/一/ee/一/ee/
/t/一/1/一/1/
/i/一/i/一/i/
バ)/一み)/一/v/
/U/一/OW/一/UW/
/m/一/m/一/m/
/h/_/f/一/h/
/っ/一/っ/一/o/
/t/一/6/一/ご/
/り/一/n/一/っ/
/i/一/e/一/i/
/s/一/9/一/9/
/e/一/o/一/a/
/d/_/d/_/dow/
/s/一/0/一/θ/
/d/一/テ/一/d/
/9/一/n/一/1⊃/
/δ/一/6/一/δ/
/i/一/」/一/i/
/e/一/ee/一/ac/
/d/一/d/一/r/
/rs/一/res-/rset/
/z/一/z/一/」/
/a∋/一/a/一/a/
/sel/一/sl/一/s1/
/ee/一/o/一/i/
(数字は問題の番号)
余地があるものを順に検討する。
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/d/「/r/一一/d/
/S/一/si/一/si/
/」/一/」/一/z/
/εe/一/a/一/ee/
/sok/一/sk/一/sk/
/o/'/ee/一/ey/
/r/一/1/一/r/
/iy/一/i/一/i/
/v/一/b/-A)/
/U/一/UW/一/U/
〃 一〃 一/勾イ
/f/一/f/一/h/
/e/一/e/一/っ/
/6/一/t/一/～ii/
/η/一/り/一/η/
/i/一/e/一/e/
/S/一/S/一/r/
/e/一/a/一/e/
/P/一/P・w/一/P/
/0/一/0/一/s/
/d/一/」/一/z/
/η/一/9/一/9/
/δ/一/δ/一/z/
/」/一/」/一/」/
/ae/一/e/一/ee/
/d/一/r/一/d/
/sit/一/st/一/st/
/z/一/j/一/d/
/a/一/a/一/ae/
/sit/一/st/一/st/
/ee/一/∂/一/ae/
(87)
,
この音素を抽出した ものを参考に しな炉 らの聴覚上の問題点の中で考慮の
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1./1/confusedwithlr/,with/d/,andwithunaspirated/t/.
/1/一/r/の対 立 は 日本 語 に は 無 い 対 立 で あ るか ら,日 本 人 学 生 は これ ら二
つ の 音 素 を 混 同 して 同 一 の 音 と して 聞 く こ と は 当 然 予 想 され る 。 しか し,
の
/Vr/の結 合 は 母 音 核 音 と考 え られ るか ら/Vr/と/Vl/の 識 別 は 容 易 で あ ろ
う。 た と え ば,wrong--longよりnil-near,fill--fear,pull-poor,wall-
warの ほ うが 識 別 しや す い 。 こ の 点 は す べ て の 聴 覚 テ ス トの 問 題 に つ い て い
え る こ とで あ る が,一 つ の 音 素 が 他 の ど の 音 素 の前 に(あ る い は 後 に)あ る
か に よ っ て,つ ま り,一 つ の 音 素 が ど の よ うな 環 境 に あ る か に よ っ て,そ の
ノ
音素の識別の難 易が変わ る。つ ぎに/1/と/d/では/d/がV-Vの 環境 に あ
る時,/1/と 混 同 されやす いが,聴 覚上 の問題 点 としてあげ ていなが ら実際
　わ
の問題 の中に含 まれ ていない。つ ま り 「聴 覚テス ト」で は/1/と/d/に関す
る日本人学生 の識別能力は把 握で きないわ けであ る。
2./iy/confusedwith/i/.
旧本語 には この よ うな対立はない ので,こ れ ら二つ の音素 を混同 して聞 く
ことが考 え られ る。 しか し同 じ環 境 では/i/より/iy/のほ うが長 く発音 され
るので,被 験者は長 さが異 なる と考 えて正答す るで あろ う。 なぜ な ら,日 本
語 では引音が示差的特徴 となるか らで あ る。従 って,被 験 者が/iy/一/i/の
対 立を含 む問題に正答 して も,は た して,音 質 の違 いを識 別 した のか,音 の
長 さに よって異 な る音 と判断 したのか,そ の どち らであ るか は,答 案用紙に
あ らわれ ない。 この/iy/-/i/の対 立の他 に問題 にな るのは,/i/の前 の/y/
と/iy/の混 同であ る。 日本語 の/y/は/a,u,0/の前 にのみあ らわれ るが,
英語 の/y/は ほ とん どすべ ての母音の前に あ らわれ るか ら/a,U,O/に類 し
た母 音以外 の前 の/y/が 日本人学生 に とって 問題 とな る。 特に/i/の前 の
/y/と/iy/は識別困難 と考 え られ る。た とえぽ,year-ear,yeast-e■stな
(1)Vは 母 音 を表 わ す 。
(2)前記 の問 題 の 中 心 とな る音 素 を 抽 出 した一 覧 を み る とPartIの1.は/r/一/r/
一/1/26.は/七/一/1/一/1/.PartlIの1.は/1/一/r/一/r/26.は/r/一/1/一
/r/とな って い て/1/と/d/に 関 す る問 題 は な い 。
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ど。 この点につ いて,ラ ドーは全 く考 慮 してお らず,問 題 の中に含 まれ てい
ない。
4./uw/confusedwith/u/.
これ らの音素 も前記/iy/一/i/の対立 と同様に音質が相違す る音素であ る
が,同 じ環 境 では/uw/が/u/よ り長 く発音 され るのでそれ程混 同 しないで
あ ろ う。 この対立 の他に,/UW/の 前 の/W/と/UW/の 混 同が考 え られ る。
日本語 の!w/は/a/の 前 以外にあ らわれ ないが,英 語の/w/は ほ とん どす
べ ての母 音の前に あ らわれ るか ら,英 語 の,ノw/で/a/に類 似 した 母音以外
り前に あ らわれ る場合が 問題 であ る・ 特に/UW/の前に/W/が あ らわれ る
/wuw/と/uw/の識別が困難で あ る。 た とえば,soon-swoon,ooze--woos
な ど。 この点 もラ ドーは考慮 していない。
つ ぎに,/uw/一/u/に関す る 「聴覚 テス ト」 の問題をみ る と,4題 の うち
は/uw/と/u/の他に1題 には/Ow/が1題 には/iy/が含 まれ ている。 どの
よ うな意 図で/uw/一/u/の問題に/Ow/と/iy/を含めたかにつ いて ラ ドー
は何 も述べ ていないが,0に ○をつけ る正解,つ ま り,三 つ の発話がすべて
異 な る問題 は100題の うち12題 しかないのに,一 問題 点(こ の場合は/uw/
-/u/)の4題 の中に2題 もこの よ うな 三 つの発話が異 な る 問題を作 るのは
さけ るべ きで あ る。
5・/m/confusedwith角/insyllablefinalpositionexceptl)efore
abilabialconsonant.
これ ら二 つの音素 に関す る問題4題 の うち2題 も三つ の発話 を同 じものに
してい る。(1題 は/m/を,他 は/η/を含めてい る。)「聴覚 テス ト」 の問
題100題の うち,三 つ の発 話を同 じものに してい るのは,全 部で8題 あ る。
100題の うちわず か8題 しか 同 じものがないのに,な ぜ,/m/--/D/の問題
に2題 も同 じものを入れたのであろ うか 。一つ の問題点に関す る問題4題 の
中に,三 つの発話が 同 じものを1題 で も入れ ると,そ れだけ環境 の違 いに よ
る音素 の聴覚能力を把 握す る機 会が 少な くな る。従 って,一 つの問題 点に2
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題 も同 じものを入れ ることは さけ なければな らない。
8・/こ/confusedwithlt/before/iy/or/i/.
日本語には/ti/や/tiy/はな く,こ れ らの音に対 しては/こi/や/6iy/で代
用す る。外来語 の中で 日本人の言語習慣 の中に深 く滲透 してい る ものの一つ
に,英 語 のteamが あ る。 これを 日本語で書 くと 「チー ム」 とな るが,ラ ジ
の
オやテ レビのアナウソサーは[tiRmu]と発音 しているし,英 語を学習 した
者はほ とんどすべてが 「チーム」を[tiRmuコと発音する傾向がある。従っ
て,こ の/iy/と/i/の前の/t/と!匂は,あ まり混同されない ことが予想 さ
れ る。このように外来語が 日本で どのように発音されてい るか も,音 声組織
比較の際に考慮す ることが必要である。
以上,ラ ドーが 日英語の音素比較に よって,日 本人学生が聴覚認知困難 と
予想 した英語の問題点を検討 してきたが,結 論 として,日 英語の分節音素比
較だけでは英語聴覚テス トの問題を作成す るのに不充分である,と いえる。
つ ぎに,英 語聴覚 テス トの問題を作成するにあたって,ど のような言語比較
をすればよいか,に ついて考察する。
2.3.英語聴覚テス ト問題作成のための言語比較
日本人が英語の音声組織を習得する過程を考察すると,英 語の学習を始め
る時は 日本語の音声組織を習得 してお り,英語の学習が進んで,最 後の段階
は 日本語 と英語の音声組織が分離共存 し,必 要に応 じて 日本語か ら英語に,
自由に移行できる,と い うことになる。英語の学習過程において 日本語 と英
語の音声組織が充分に分離せず,種 々の程度に融合 して存在 し,日 本語の音
素 と英語の音素が混同す る段階がある。この段階では,英 語の音声組織 と日
本語の音声組織をどの程度分離共存できるか,つ まり英語の音素的対立をど
の程度聴覚認知できるか,を 把握する聴覚テス ト問題が必要である。この聴
覚テス ト問題を作成す るには,英 語のどの音素的対立が,な ぜ 日本人に とっ
て聴覚認知 しに くいのか,そ の資料を提供する日本語 と英語の言語比較が要
{1)[R]は日本語 の引音 を表 す。
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求され る。この場合の言語比較は,単 に 日本語 と英語の代表的な一方言を対
象 とす るだけでは不充分である。それは,英 語の学習者は各自が習得 してい
る日本語の方言を土台 として英語に対す るか らである。従って,対 象 とする
英語の分析 と,日 本語 の 方言別分析をして,言 語比較をしなけれぽならな
い。その言語比較 もラ ドーが 「聴覚 テス ト」を作成す るあたって実施 した 日
英語の分節音素の比較だけでは必要な資料は得 られず,ス トレス,リ ズム,
連接,音 調などのかぶせ音素,音 素配列,音 節構造を比較 し,さ らに,日 本
語になった英語の発音,文 学 の影響,個 々の教師が与えるモデル,教 授法な
どの外部的要因も配慮 した言語比較が,英 語聴覚テス ト問題作成にあたって
必須であろ う。
3.テ ス トの 実 施
「聴覚 テス ト」を使 用 して テス トを実施す るには,問 題文を読 む英語 の ネ
イテ ィブ ・ス ピーカーが必要 であ る。 しか も,単 に英語 の ネイ テ ィブ ・ス ピ
ーカーな ら誰 で も良い とい うわ けでは ない 。標準語が話せ るだけでな く,個
人語的な言語癖 がで きる限 り少 な く,一 つ の問題に含 まれ てい る三つ の発話
を同 じス トレス,音 調,リ ズ ムで読 めるネイテ ィブ ・ス ピーカ ーで なけれ ぽ
な らない。つ ま り,こ の テス トの意図す る ことを良 く理解 してい る人が必要
であ る。 テス トを厳正に実施 す るな らば,さ らに,問 題文 を読 んでい る途 中
で声 がかすれ た り,咳 や くしゃみ をす るおそれがない健康 なネイテ ィブ ・ス
ピーカーが必要で あ る。 また,外 部か ら雑音 が入 らな く,音 が反響 した り,
こもった りしない部屋で実施 しなけれぽ な らない。従 って,日 本で 「聴 覚 テ
ス ト」を使 っていつ,い かな る場所 で もテス トを実施す ることがで きない と
い う欠点が あ る。
この欠点を ある程度 お ぎな うことが で きるのはL・Lで あ る。 しか し,
LL・ を使 用す る場合 も,前 述 の よ うな ネイテ ィブ ・ス ピーカ ーに よって,
高 度な設備で テー プに録音 され た問題 と忠実度 が高 い(Highfidelity)マス
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タ ー ・テ ー プ ・ レ コ ー ダ ー が 必 要 で あ る 。
4.聴 覚 テス トを 使 う た テ ス トの デ 一ータ の 検 討
前記1.1・2・で述べた ように 本学では外国語実験 ・実習室のLLを 使用
して 「聴覚テス ト」の問題を使 ったテス トが毎年実施 されているが,こ のテ
ス トによって得 られるデータについて検討する。
「聴覚テス ト」の問題に含まれてい る有意的音の対立が,お こり得 るすべ
ての環境をカバーしていない こと,問 題の形式に疑問の余地があること,そ
の他種々の制約が考え られ るので,こ れか ら示すデ 一ータに よって日本人学生
の全体的な傾向を判断することはできない。また,そ のデータによって把握
されることは,「 聴覚テス ト」に含まれている問題の範囲内で,対 象 とした
被験者にのみいえることである。
4・1・本学昭和40年度新入生のデータ
今年度の新入生全員を被験者 として,外 国語実験 ・実習室のL.Lを 使用
して,「 聴覚テス ト」の問題を使った英語聴覚テス トを実施 した。256枚の
解答用紙か ら無作為に100枚を抽出して,集 計 した。得点は百点満点で,最
高81点,最 低40点,平 均59.78点とい う結果を得たが,こ のような数字は
い くらか被験者の聴覚能力を示すであろうが,そ れ より,被験者が各問題を
どのように解答 しているかを知 るほ うが種 々の面で有益なことが多い。つぎ
の表は解答の状態を百分率で示 した ものである。太字は正答率である。
(1)
PartI
it-ut-ngnexEl」11-211--31・-31・-2-3i1誤 答率
/r/一/r/一/1/6.0
/iy/一/i/一/1y/0.0
/b/一/v/-/b/7.o
1.03.084.04.094.6
92.06.oo.00.08.0
1.03.088.01.099.0
(1)解答 を全 部加 えて も100%に な らない ものがあ るのは 採 点不能 の もの(た とえ
ば,123の どれか一 つに ○ をつけ た ものや 全然○ を記入 していない ものな ど)
があ り,そ れ を除 いたか らであ る。 これ らは誤答 の中に入れ た。
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36.
37.
38.
39.
40.
41,
/UW/一/UW/一/U/
/m/一/η/一/m/
/h/_/f/_/f/
/o/一/ee/一/∂/
/t/一/ご/一/t/
/n/一/n/一/n/
/i/一/e/一/e/
/S/一/S/一/S/
/⊇/一/a/一/a/
/pi/一/pr-/P/
/θ/一/s/一/d/
/d/一/d/一/勇/
/1〕/一/9/一/9/
/δ/一/z/一/z/
/彦/一/」/一/2/
/e/一/ee/一/e/
/d/一/d/一/r/
/vid/一/vid/一/vd/
/z/一/z/一/z/
/ae/一/es/一/a/
/b1/_/b,)1_/bel/
/e/一/a…/一/ae/
/t/一/1/一/1/
/i/一/i/一/i/
/b/一/b/一/v/
/U/一/OW/一/UW/
/m/一/m/一/m/
/h/_/f/_/h/
/っ/一/J/一/∂/
/t/一/こ/一/こ/
/つ/一/n/一/n/
/i/一/e/一/i/
/s/一/9/一/9/
/o/一/o/一/a/
/d/_/d/一/dOw/
/s/一/0/一/θ/
/d/一/j/一/d/
/9/一/η!一/1〕/
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1.0
5.0
93.0
31.0
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77.0
5.0
3.0
28.0
1.0
20.0
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lLO
73.0
9.0
53.0
2.0
43.0
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?》
?
?
?
?
??
O.O
2.O
3.0
5.0
3.0
0.O
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23.0
85.0
16.0
72.0
7.0
69.0
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42./δ/一/δ/一/δ/ 5.0 3.0 7.0 85.0 0.0 15.0
43./老/一/」/一/老/ 6.0 5.0 6.0 82.0 1.0 95.0
44./e/一/ae/7/肥/ 1.0 3.0 91.0 3.0 2.0 9.0
45./d/一/d/一/r/ 79.0 2.0 2.0 15.0 2.0 21.O
46./rs/一/rεs/一/rset/ 49.0 1LO 0.0 0.0 40.0 60.0
47./z/一/z/一/」/ 82.0 0.0 1.0 16.0 1.0 18.0
48./記/一/a/一/a/ 3.0 3.0 6.0 87.0 1.0 94.0
49./s∂1/一/sl/一/s1/ 0.0 4.0 92.0 3.0 1.0 8.0
50●/a∋/一/e/一/i/ 48.0 0.0 0.0 0.O 52.0 48.0
PartlI
解 答
問 題 1-2 1-3 2-3 1-2-3
0 誤答率
1./1/一/rノー/r/ 3.0 9.0 23.0 65.0 0.0 77.0
2,/i/一/i/一/iy/ 70.0 3.0 3.0 23.0 1.0 30.0
3./b/一/vノー /b/ 10.0 tO 8.0 81.0 0.0 99.0
4./iy/一/uw/一/u/ 2.0 0.0 9.0 1.0 88.0 12.0
5./m/一/η/一/0/ 5.0 8.0 41.0 45.0 1.0 59.0
6./h/一/v/一/f/ 1.0 61.0 2.0 LO 35.0 65.0
7./3/一/っ/一/δ/ 65.0 11.0 9.0 10.0 5.0 35.0
8./6/一/t/一/こ/ 0.0 98.0 LO 0.0 1.0 2.0
9./n/一/n/一/O/ 78.0 3.0 3.0 1.0 15.0 22.0
10./e/一/e/一/e/ 5.0 2.0 4.0 89.0 0.0 11.0
11./§/一/s/一/§/ 1.0 89.0 3.0 6.0 1.0 1LO
12./∂/一/a/一/a/ 5.0 9.0 20.0 66.0 0.0 80.0
13./き/一/6i/一/6/ 1.0 93.0 2.0 LO 3.0 7.0
14./θ/一/o/一/θ/ 4.0 7.0 10.0 79.0 0.0 2LO
15./2/一/z/一/z/ 1.0 8.0 36.0 55.0 0.0 64.0
16./9/一/9/一/η/ 59.0 3.0 2.0 32.0 3.0 41.0
17./z/一/z/一/6/ 45.0 8.0 8.0 39.0 0.0 55.0
18./2…/一/」/一/j/ 5.0 18.0 23.0 53.0 1.0 77.0
19./e/一/記/一/εe/ 15.0 52.0 16.0 12.0 5.0 48.0
20./d/一/r/一/d/ 6.0 58.0 11.0 24.0 1.0 42.0
21./s/一/si/一/si/ 4.0 11.0 23.0 58.0 4.0 77.0
22./」/一/」/一/z/ 92.0 1.0 0.0 1.0 6.0 8.0
23./詑/一/a/一/記/ 8.0 63.0 10.0 16.O 3.0 37.0
24./sδk/一/sk/_/sk/ 0.0 3.0 95.0 0.0 2.0 5.0
25./o/一/お/-/ey/ 9.0 0.0 0.0 0.0 91.0 9.0
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まず,個 々の問題 の解答で主 な ものについて考察す る,た とえば,PartI
の1とPar七IIの1と2は すべ て/1/と/r/の識 別を テス トす る ものであ る。
しか し,三 問題 とも ノ1/と/r/の音素に関す る識別であ るのに誤答率がそれ
ぞれ異 な る。 これは,各 音素 の環境に よって識 別の難易が あ らわれてい ると
考 え られ る。 この表 の よ うに,問 題の中心 とな る音素 だけ を抽 出 したのでは
各音素が異な った環境に あ る場合に,ど の程度の誤答 をす るかは把握で きな
い 。そ こで,つ ぎに示す表は,こ の テス トの問題に含 まれ てい る300の発話
の 中で,識 別 すべ き音素に,そ の環境 も加 えて,前 記の解答の状 態を示 した
表 と同 じ順序 に示 した ものであ る。+は プ ラス連接(Plusjuncture),#は
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二 重 十 字 連 接(Doublcrossjuncture),一は そ こ に1音 素 が あ る こ とを 示 す
ものであ る。
PartI
?
??
3.
?
?
?
?
?
?
》
?
7.
8.
9.
10.
11.
12.
13.
14.
15.
16.
17.
18,
19.
20.
21.
22.
23.
24.
25.
26.
27.
28.
29.
?
?
?
?
/-Z+rっ 一/:/-Z+rっ 一/:/-Z+b-/
/-u十1iyv#/:/-u十liv#/:/-u十liyv#/
/-o+bee-一/:/一θ+vee-/:/-e+bee-/
/十kuwd#/:/十kuwd#/:/十kud#/
/一 εem十i-/:/-eeコ十i-/:/一一eem十i-/
/-t十hiy-/:/-t十fiy-/:/-t十fiy-/
/十bっk-/:/十beek-/:/十bok-_/
/-o十 七iy-/:/一θ十 こiy-/:/-e十tiy-/
/inr十/:/-inr十/:/-il〕r一ト/
/十bit#/:/十bet#/:/十bet#/
/-e十siy-一/:/-o十siy-/:/-o十siy-/
/十pe七#/:/pat#/:/十pat#/
/-pi#/:/-pr#/=/-P薯/
/-eee#/:/-aeS#/:/-eed#/
/-id十i-/:/id十i-/:/-i2i-/
/-Ol〕・十a-/:/-eg十a一 ノ:/-en十a-/
/OW6i-/:/一っwzi-/:/-owzi-/
/e2r#/:/-eir#〃-e端/
/十le6-一/:/十1a30-/:/十le6-/
/_edi-/:/-edi-/:/-eri-/
/-vi(i#i/:/-vid#/:/-vd#/
/-eyZi-一/:/-eyZi/:/-eyZi-/
/十beek41/:/十baek#/:/十bak#/
/十bl-一/:/十b∂1-/:/十1)e1-/
/+ron+/=/+rnen+/:/+reen+/
/-iti-/:/-ili-/:/-ili/
/十wik#/:/・十wik#/:/十wik#/
/-t+bow-/:/-t+bow-/:/一 七+vow-/
/十ful-/:/十fow1-/:/十fuw1-/
/-om#/:/一一euJ#/:/-orn#/
/十 〇十he-/:/十 〇十fe-一/:/十〇十he-/
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32.
33.
34.
35.
36.
37.
38,
39.
40,
41.
42.
43.
44.
45.
46.
47.
?
?
?
?
?
?
?
?
/十ton-/:/十 七つ】〕一/:/一}-teη一/
/-V十tiy-/:/-V十6iy-/:/-V十 こiy-/
/一 θ0十h-/:/-en一 トh-/:/一{∋1〕十h-/
/十pin#/:/十pen#/:/十pin#/
/一 η一←si-/:/一η一1-§i-/:/一:〕十6i/
/+lek#/:/+10k#/:/+lak#/
/-nd#/:/-nd#/:/-ndow#/
/ey十SJ-一一/:/-ey十eo-/:/-ey十eo-/
/-ndiy#/:/-njiy#/:/-ndiy#/
/-aegi-/:/-aeni-/:/-a∋gi-/
/-iy6i-/:/-iy6i-/:/一iy6i-/
/-iy茗r十/:/-iyjr十/:「/一;iy話r十/
/十ben-/:/十ba∋n-/:/十baen-/
/edi-/:/-edi-/:/-eri-/
/つrs#/:/一つres#/:/-orset#/
/-iyZi-/:/-iyZi-/:/-iyji-/
/十be£t-/:/十bat-/:/十bat-/
/+se+1-/:/+sl-一/:/+sl-/
/十ha∋t#/:/十hot#/:/一←hit#/
1.
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
10.
11.
12.
13.
14.
Par七II
/-il#/:/-ir君/:/-ir#/
/十bit十/:/→-1)it十/:/biy七十/
/-eybr十/:/一一eyvr一ト/:/-eybr十/
/十siti博/:/十suwt#/:/十SU七#/
/-im十W-/:/-iη 十W-/:/-iη 十W-/
/-t十hey-/:/-t十vey-/:/一 七十fey-/
/十kっt十/:/十kっt十/:/十k∂t・十/
/+meee#/:/+meet#/:/+ma)e#/
/-n十i-/:/-en十i-/:/-e1〕 十i-/
/+ten-/:/+七en-/:/+ten-/
/十 ∂十siy十/:/十e→-siy十/:/十〇 十siy-十/
/十kiP十/:/十kap十/・:/十kap十/
/i蓉十S-/:/-i6i十S-/:/-9i十S-/
/uw十Ci-/':/-uw十θi-/:/-uw十 〇i-/
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15,
16.
17.
18.
19.
20.
21,
22.
23.
24.
25.
26.
27.
28.
29.
30.
31.
32.
33.
34.
35.
36.
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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/-ey2#/:/-eyz#/:/-eyz#/
/一=)gi-/:/一£gi/:/-ori-/
/-iyzi-/:/-iyzi-/:/-iyδi-/
/-iy茗⊃一/:/-iyjg-/:/-iyje-/
/十ped-/:/十P.sd-/:/十ped-/
/-Etdiy#/:/-atriy#/:/-adiy#/
/ns十w-/:/-nsi十W-/:/-nsi十W-/
/Cy十jiy-/:/-ey十jiy-/:/一一ey十Ziy-/
/十kεep-/:/十kap-/:/十kεep-/
/-Sek-/:/-sk-/:/-sk-/
/十kop#/:/十keep#/:/十keyp#/
/十kruw十/:/十kluw十/:/十kruw十/
/一十hiy十iz十/:/十hiz・十/:/十hiz十/
/-eevz+/:/-atvz/:/-eebz+/
/-tud十/:/_tuwd十/:/-tud十/
/-on#/:/一eD#/:/-Ol〕#/
/#fuwd十/:/#fuwd十/:/#huwd十/
/十pon-/:/十pen-/:/十pon-/
/-nt十6-/:/-nt十h-/:/-nt十h-/
/一 ∂η#/:/-erj#/:/一一一erj#/
/+lin-/:/+len-/:/+1en-/
/ey十Siy-/=/-ey十Siy-/:/一一ey十Siy-/
/十net十/:/十nat十/:ノ十n∂t十/
/-P#/:/一一Pつw#/:/-P#/
/-i十 θi-/:/-i十θi-/:/-i十si-/
/十e十diy-/:/十 ∂十jiy-/:/十e十jiy-/
/-i1〕i-/:/-igi-/:/-igi-/
/-iyδ十y-一ノ:/-iyδ十y-/:/-iyz十y-/
/-e繍/:/-ejr#/:/一一ejr#/
/十b…£t-/:/十bet-/:/十bact-/
/-edi-/:/-eri-一/:/一一edi-一/
/-S+it#/:/-st#/:/-st#/
/一 ∈)zi-/:/-gji-/:/一∈}di_/
/十pad#/:/十pad#/:/十pa∋d#/
/-sits#/:/-sts#/:ノーsts#ノ
/十ba)t-/:/十b∂t-/:/十beet-一/
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こ の 一 覧 表 を 参 考 に しな が ら,個 々 の 問 題 の 解 答 状 態 を検 討 す る と,問 題
の 中 心 と な る音 素 が,ど の よ うな 環 境 に あ る 時,い か な る 解 答 を 被 験 者 が 示
し た か が 明 瞭 に 把 握 で き る 。
/1/と/r/の問 題 で はPartIの1とPartIIの2は90パ ・一・一セ ン ト以 上 誤
答 し て い るがPartIIの1は77パ ー セ ソ ト と ひ く くな っ て い る の は,前 記
2.2.で述 べ た よ うに/1/と/r/の 対 立 で は/Vr/の 結 合 は 母 音 核 音 と な る の
で,/V1/-一一 /Vr!の識 別 は 容 易 で あ る こ と を 示 し て い る 。(2・2・の1の 実 証)
つ ぎ に,/iy/と/iノ の 対 立 で はPartIの2,PartIIの2が そ れ ぞ れ,
8.0,30.Oとか な り低 い 誤 答 率 を 示 し て い るが,PartIIの27は87・0と こ の
問 題 だ け 急 に 高 くな っ て い る 。 こ れ はPartIの2とPartIIの2で は/i/
よ り/iy/のほ うが 長 く発 音 され た の で,長 さ に よ っ て 識 別 で き た が,PartII
の27は同 じ長 さで発音 されたために誤答 が多 くな った もの と考 え られ る。従
って,も し,被 験者が この問題でPartIの2とPartIIの2で 正解 してい
て も,PartIIの27で誤答 してい る場 合は/iy/一/i/の音質 の違 いに よる識
別はで きない とみ て よいで あろ う。(前記2.2.で 推 論 した こ との実 証)
/uw/-/u/の問題 ではPartIの3は 誤答率が3・0と大部分の被験者が正
解を してい るのに対 し,PartIIの29で は誤答率が73・0と大 きな 差 が あ
る。 これは,PartIの4は/十k-一一d#/,PartIIの29は/-t.一.d十/のよ う
に環境 の違 いに よるの と,前 者には音 の長 さの差が認 め られて も,後 者では
そ の差 が認 め られ なか ったか らであろ う。
/m/一ん/の 対立に関す る問題4題 中1題 は/m/を 含 めて三 つの発話が 同
じもの,1題 は ん/を 含めて三 つの発話が 同 じものであ る。 これ ら二題 は と
もに誤答率が25・0であ る。 つ ま り,25パーセ ン トの被験者 は同 じ発話 を異
な ると して解答 してい るわけで あ る。筆 者は この テス トの時 に使用 した録 音
テー プの この尚題 の部分を繰 り返 し聞いて・音声の絶対的 な差が三 つの発 話
の中に認 め られ るか ど うか 調べ てみたが,普 通の聴 覚神経では差が認 め られ
なか った。 これは,前 記L1.2・ で述 べた聴 覚の残 豫効果 が関係 してい ると
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しか考 え られ ないで あろ う。
つ ぎに,前 記解答 の一 覧表 のPartIの7は/⊃/一/ee/一'∂/の三つ の音素
識別で あ るが,/εe/と/e/の対立は 日本語 にないせいか2-3と 誤答 した も
のは58・o%もい る。/ee/と/e/はか な りはっき りした音質 の違 いが あ るの
で,58・0%の誤答 は意 外であ った。 さ らに1-3と 答 えた者が21・0%いるの
は単 に音 の識別 の難 易だけ とい うこと以外 に別 な要素が考 え られ る。 も し,
/∂/を ゐ/の つ ぎに もってきた ら識別で きたか もしれない。つ ま り/っノ と
ノe/の間 に/P/と い う音素 を含んだ一つの発話が あ るために た/と い う音素
の記憶が,最 後の発話 の 中にあ る/e/とい う音素 と比 較す る ことがで きるま
で持続 できなか った ので あろ う。 なぜ な ら,PartIの32は53.0%,Part
IIの7は65.0%,PartIIの32は90.0%が,それ ぞれ/つ/と た/を 識別 し
て正解 してい るか らであ る。問題の配列 の順序 も充 分考慮 の余地 があ るとい
え る。 この よ うに5と お りの解答をそ れぞれ調べ てい くと興味 あ る問題が多
く,ど の音素 の識別が 困難かが判 るが,こ れ は前 記 の解答一覧表を見れば判
るので省略す る。つ ぎに各問題 の全体 的な誤答傾 向を調べ てみ る。
「聴 覚 テス ト」の問題は 日本人学 生が識別困難 と考 え られ る英語 の有意的
音 の対立に関す る22の問題点 を前 もって配列 された順 に4回 ず つ,そ して,
子音結合の問題 を12回テス トす るよ うにな っていて,全 部で100の問題を完
成 す る。た とえば,Par七1とPartIIの各1番 と26番 の4問 題 は/1/と/r/
の対立を識別で きるか ど うかをテス トす るよ うにな ってい る。つ ぎの表 は一
つ の問題点が4回 テス トされ た場 合に,被 験者は どの よ うに誤答 したかを調
査 した ものであ る。Partlの1～25の問題 をA,同 じく26～50をB,Part
IIの1～25をC,同 じ く26～50をDと した。 この表 の左端 の1～25の 数字
は前 記2・2・で述 べた問題 点 の一覧 の数字で あ る。 つ ま り,1のAは/r/一
/r/-111,Bは/t/一/1/一/1/,cは/1/一/r/一/r/,Dは/r/一/1/-/rノを示
す ことにな る。表の中の数字 は被 験者100人中の誤答 した人数 で あ る。
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上の表を一見 して判 るこ とは,各 問題 点の4つ の問題 をすべ て誤答,あ る
いは,3問 題誤答す る傾 向 よ り,4問 題 の うち,ど れか一 つ,ま たは二 つだ
け誤答す る傾向の問題 が多 い,と い うことで あ る。従 って,こ の表に よって
も,1音 素を他 の音素 と混 同す るのは,す べ ての環境 で同 じとい うだけ では
な く,そ の音素 の環境 に よっては他 の音素 と混 同 しない場 含が あ ることが示
され てい る。(前記2・2・の1で 推論 した ことの実証)
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誤答が著 しい主 な問題 点をみ ると,3の/b/-/v/につい ての問題は100人
中67人 が4問 題 と も誤答 し,4問 題正解,3問 題 正解は それぞれ皆無 で あ
る。つ ま り,100人の学生は問題 に含 まれ てい る4種 類 の環境 では,ど の環
境 にあって も ノb/一/v/の識別は困難 とみ て よいであろ う。 つ ぎに1の/r/
'一/1/に関す る問題では,4問 題 とも誤答は40人,4問 題正解 は 皆無で あ
るか らこの問題 も識別 しに くい と判断で きる。 しか し,3問 題誤答 の うち
c.D.Aを誤答 してい るのが31人 い る。 つ ま り,こ の31人 は/r/一/1!の問
題はすべ て誤答 して も,/1/と 気 息を ともなわない/t/の問題は正答 してい
るわけであ る。 これは,31人 の学生に とって/1/と気息を ともなわない/t/
は/1/と/r/ほど識別困難で ない ことを示 してい る。
逆に,誤 答率 が少ないのをみ ると,13と24の 問題であ るが,こ れ らの問
題は全部子音結 合に関す る ものであ る。各問題が異 な る子音結合 とな ってい
るので,比 較はで きないが,13と24の 問題 に含 まれ てい る8種 類 の子音結
合につ いての識別は,ほ とん どすべ ての学 生が正答 してい るので問題に な ら
ない,と いえ る。子 音結合以外で誤答率 が少 ないのは8と22の 問題であ る。
8は/iy/また ノi/の前 の/s/と/§/,22は同様の/z//i/との識別 に関す る
問題で あ る。/siy/,/si/,/ziy/,/zi/とい う音素結 合は 日本語に な くとも,
/§/と/幻 が あ らわす音に類 似 した音が 日本語 にあ るか ら,こ れ らの音 を比
較 した場合に,相 違す ることが認め られた のであ ろ う。あ るいは,こ れ らの
音素 を識 別で きる能力が学習に よって定着 しやすい と も考え られ る。
以上,本 学 昭和40年度1年 生を被験者 として テス トした結果 か ら無作為 に
100枚の答案 を選んで,デ ー タを出 してみたが,い ずれ も全体的 な傾 向を知
るためのデー タで ある。 これ らの デー タが示 してい ることに基 づいて,英 語
の識 別,理 解,そ して 発音矯正 の教材 を 作成す ることが 必要 であ る。 さ ら
に,学 生は一人一 人異 な6た 聴覚能力を持 ってい るのであ るか ら,単 に テス
トの素点 が高 い とか,低 い ことに よって 聴 覚能力 を 把握 す るだけでな く,
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「聴 覚 テス ト結果個人診断表」の よ うな ものを作 って,個 々の学 生の英語聴
覚能力 につ いての トラブル ・スポ ットを明確 に把握 し,英 語 の聴 覚や発音練
習 の時間に充分活用 しなければな らない。
4.2.「聴 覚 テス ト」問題の信頼度(Reliability)
4.1.では テス トの信頼度を考慮せず,あ らわれた デ・…一タについ て判断 し
たが,も し 「聴 覚 テス ト」の信頼度が低ければ,デ ータをそ の まま信ず るわ
けにいか ない 。 テス トの結果をだす前 に信頼度を調べ るべ きであ ったが,こ
こで,「 聴覚 テス ト」問題の信 頼度を検討す る。
テス トの信頼度を求 め る方法はい ろい ろあ るが,そ の中で最 も実行 しやす
い のは,一 つの テス トを同質,同 量 の二つの部分に分けて計算す る方法で あ
る。
じ　ラ
以下計算手順 の要点 のみを記 し,計 算過程は省略す る。
(1)答案の中か ら無作為 に100枚選 ぶ(こ の場合は前記4・1・で使用 した
答案100枚を資料 とした)。
(2)問題 をX部 とY部 に分け る(「 聴覚 テス ト」の問題はPar七1とPart
IIが同質,同 量 と考 え られた のでPartIをX,PartIIをYとす る)。
(3)X部分 とY部 分 の素点 を合計す る。
Xの 合計(ΣXと 表 わす)2,893
Yの 合計(Σ「Yと表わす)3,082
(4)・X部とY部 分 の素点をそれぞれ二乗 して合計す る。
X2の合 計(2×2と 表わす)85,638
Y2の合計(XY2と 表わす)96,818
(5)X部分 とY部 分のそれ ぞれ の素点 の積を計算 し合計す る。
XYの 合計(Σxyと 表わす)90,434
(6)(3),(4),(5)で得 た結果をつ ぎの式にあてはめて計算す る。
(1)こ の 手 順 はRobertLado,LanguageTasting.Longmans,1961・PP.330-341.
の 方 法 に 従 っ た 。
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・墨Y-〔N.鐸 畿 締i羅 モ珊 一・・45
(この式 のNは 受験者数で,こ の場 合は100枚の答案 を選 びだ したか らN==
100とな る)
(7)(6)で得 られた結果 の平 方根を求 めてrxy(rM)とす る。
r罷:v!0.45=0.67
(8)(7)で得 られた 結 果 を つ ぎの ス ピアマ ソ ・ブラ ウソ公式(Spearman-
BrownFormula)にあてはめて,信 頼度係数 を求め る。信頼度係数をrllと
す ると
2r盤
「11==1+,登査=O・81
テス トの信頼度係数は1・0を必要 とす るが一般 に最低 どの くらいで あれば
よいか とい うと,置
A.テ ス トの対象が集 団で,一 つ の学 習につい てそ の達成 度をみ る場 合
は0.500
B・ テス トの対象 が集 団で,異 なったい くつか の学 習につ いてその達成
度をみ る場 合は0・90。
C.個 人が テス トの対象 で,一 つ の学習につ いてそ の達成度 をみ る場 合
は0.940
D.個 人が テス トの対象で,異 なったい くつか の学習につ いてそ の達成
度 をみ る場合は0.98。
「聴覚 テス ト」を使 って クラス単位,学 年単位 の英語聴覚 能力を把握す る
場合は,前 記のBに あては ま り,学 生個人の場 合はDが あては まる。筆者 の
計算 では 「聴覚 テス ト」 の信頼度 係数は0.81であ るか ら,前 記4.1.で 示
した データはだいたい80パーセ ン ト信頼 で きると考 えて よいで あろ う。
4・3・ 学校別英語聴 覚 テス トの デー タ
英語 の学習が進むにつれて,そ の聴 覚能力が 「聴 覚 テス ト」 に よって どの
よ うに示 され るかは興味あ る問題 であ る。そ こで,(1)英 語 を全然学習 して
いない小学生。(2)中 学校 で3年 間学習 した者。(3)中 学校 と高 等学校 で
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6年間学習 した者。(4)さらに大学で1年 間学習 した者。の4種 類の学生を
(1)
被験者として 「聴覚 テス ト」を実施 した結果を調べてみる。
(2)
4.3.1.小 学 生 の デ ー タ
まった く英語を学習 していない小学生を対象 として聴覚テス トを実施す る
と,ど の ようなデ ー タが示 され るで あろ うか 。 「聴 覚 テス ト」に含 まれ てい
る問題点は日本人学生が識別困難と考えられる英語の有意的な音の対立の中
(3)
か ら23種を選んだのであるなら,全 然英語を習得 していない小学生はすべて
の問題に高い誤答率を示す ことが予想される。 しか し,つ ぎにあげるテス ト
結 果の一覧表 に よると,こ の予想は当 っていなか った。
小 学 校6年 生
廟 、 題 … 一・ 解 一一 剤1-2i1-3
2-311+30 誤答率
1
1./r/一 ノr/一/1/ 10.3 1.5 32.4 54.4 1.5 89.7
2./iyノー /i/一/iy/ 0.0 79.4 14.7 1.5 4.4 20.6
3./b/一/v/一/b/ 2.9 1.5 2.9 89.7 2.9 98.5
4./uw/一/uw/一/u/ 94.1 1.5 0.0 2.9 1.5 5.9
5./mノ ー/η/一/m/ 2.9 61.8 8.8 17.7 7.4 38.2
6・,/h/一/f/一/f/ 5.9 2.9 5.9 82.3 2.9 94.1
7./つ/一/記/一/e/ 2.9 8.8 63.2 0.0 25.0 75.0
8./七/一/6/一/tノ 11.8 22.0 8.8 55.9 1.5 78.0
9./n/一/n/一/η/ 47.1 0.0 0.0 52.9 0.0 52.9
10./i/一/e/一/e/ 2.9 14.7 27.9 54.4 1.5 72.1
11./sノー ノs/一/s/ 16.2 1.5 1.5 80.9 1.5 19.1
(1)この学校別 英語聴 覚 テス トは,本 学 の外 人講 師 ス ミス 氏 が実際 に小 樽市 内の富
岡小学校.青 園中学校,緑 陵 高校 へ行 って実施 した ものであ る。 小学 生は6年 生
68名,中学生 は3年 生43名,高 校生 は3年 生普通科50名,大 学生 は本学1年40名
であ る。試験 日は1964年11月,小学 生は7日,中 学 生 は10日,高校 生は5日,大
学 生は1年 間学 習 した後 の結果 をみ るため、1965年2月19日。 テス トは各学校 と
もPartIの50題だけ であ る。
(2)被験 者は1校 で1ク ラスを対 象 と した ので,こ れか ら示す デー タがそ の まま小
学 生,中 学 生,高 校 生,大 学 生 の 英語 聴覚能 力を代 表す る,と はいえない であ ろ
う。
(3)ラジオ,テ レビ,交 通機関 な どの急速 な発 達 に よって,英 語 を 全然 聞いた こと
が ない小学 生は いない と思われ るが,ほ とん どす べて の 小学 生 は 正式 の英語教 育
を 受け てい ない とみ て よいであ ろ う。
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/e/一/a/一/a/
/pi/一/pr/一/P/
/0/-/s/一/d/
/d/一/d/一/老/
ノη/一/9ノー/町/
/6/一/z/一/z/
/老/一/j/一/老/
/eノー/a∋/一/e/
/d/一/dノー/r/
/vid/_/vid/一一/vd/
/Z/一/Z/一/Z/
/a3/一/2e/一/a/
/bl/_/b∂1/一/bel/
/e/一/a≧/一/cr∋/
/t/一/1/一/1/
/i/一/i/一/i/
/b/一/b/一/v/
/U/一/つW/一/UW/
/m/一/m/一/m/
/h/_/f/一/h/
/:/一/・/一/e/
/t/一/6/一/こ/
/η/一/n/一/lj/
/i/一/e/一/i/
/s/一/9/一/§/
ノe/一/∂/一/a/
/d/_/d/_/dJW/
/s/一/0/一/0/
/dノー /j/一/d/
/9/一/1〕/一/η/
/6/一/δノー /6/
/老/一ノj/一/茗/
/e/一/a3/一/a∋/
ノd/一/d/一/r/
ノrs/一/r∂S/一/rset/
ノzノー/z/一/」/
/ee/一/a/一/a/
/ss1ノー/s1/一/sl/
/ε葦∋/一/θ/一/i/
人 文 研 究
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(数字 は パー セ ソテイジ,太 字 は正答 率)
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英 語 聴 覚 テ ス トの 検 討 (107)
個 々の問題について特に誤答率が低い ものをみ ると,4,13,21は実 に90
%以 上の小学 生が正答 してい る。4の/uw/-/u/の問題 は音 の長 さの相違 を
感 じて正答 した者が多 いのであ ろ う。30と40の 問題は三 つの発話 が同 じも
のであ るが,こ れ らを誤答 してい るのは50%以 上であ る。 問題を朗読 した
ス ミス氏は聴 覚 テス トについて よ く理 解 してお り,現 在 まで各地で 「聴 覚 テ
ス ト」を使 って何 度 もテス トを してきてい るので,朗 読 の仕方に欠陥は考 え
られない。 従 って,30と40に誤答を示 した50%の 小学 生は記憶 に曖昧 な点
の
がで きて同 じ発話 を異 な るとして解答 したのであろ う。
4・3.2.中 学生 のデー タ
中学校におけ る英語教育 の方法いか んに よって英語 の聴 覚能力 の差がで き
るであ ろ うが,小 学 生 と,中 学生 の英語聴覚能力を比較 す ると相当の差 がみ
られ る と予想 した。 しか し,こ の テス トに よる結果 では,そ れ ほ ど大 きな差
はみ られ ない。つ ぎに,中 学 生のデー タを示す。
中 学 校3年 生
}『『～ ～ 一～ ～～ 解 答
問 題 、 一～ ～_
1-2 1-3 2-3 1-2-3 0 誤答率
1./r/一/r/一/1/ 9.3 2.3 2.3 86.1 0.0 90.7
2./iy/一/i/一/iy/ 2.3 88.4 6.9 0.0 2.3 11.6
3./b/一/vノー /b/ 4.7 2.3 4.7 86.1 2.3 97.7
4./uw/一/uw/一/u/ 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
5./m/一/η/一/m/ 0.0 74.4 13.9 11.6 0.0 25.6
6・/h/一/f/一 ノfノ 9.3 2.3 0.0 86.1 0.0 100.0
7./。/一 お/一/e/ 2.3 25.6 23.5 0.0 18.6 81.4
8。/t/一/こ/一/七/ 4.7 69.8 13.9 9.3 2.3 30.2
つ./n/一/n/一/η/ 13.9 0.0 0.0 86.1 0.0 86.1
10./i/一/e/一/e/ 2.3 13.9 58.1 23.3 2.3 41.9
11./sノー/s/一/S/ 9.3 0.0 6.9 83.7 0.0 16.3
12./o/一/a/一/aノ 4.7 4.7 41.9 46.5 2.3 58.1
13./pi/一/pr/一/P/ 0.0 4.7 0.0 0.0 95.3 4㌔7
(1)英語を全然習得していない者を被験者としてこのテス トを実施することは無理
であろう。 それは,小論の最初に述べたように未知の言語の音声を聞いても聴覚
像が弱いため,一定時間その音声を記憶することが困難だからである。
軸(108) 人 文 研 究 第三十輯
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(数字 はパ ーセ ンテイ ジ,太 字 は正答率)
英 語 聴 覚 テ ス トの検 討 (109)
前 記 の表を 小学生 の場 合と 比較 してみ ると,個 々の問題では 誤答率 が低
くな ってい る ものが多 いが,逆 に誤答率 が高 くなってい る問題 は1,6,7,
13,18,20,24,25,26,28,31,32,35,37,39,40,41,48の18題もあ
る。(下 線 のは母音 の問題)こ の現象 を どの よ うに解釈 して よいか,理 解に
苦 しむ が,こ れ らの問題 の多 くは 日本語 に無 い音の対立が含 まれ てい ること
か ら,そ の識別能力は不安 定で,学 習 に よる聴覚能力の定着 が困難 な音であ
る,と 想 豫され る6
誤答率 が低 くな ってい る問題 の中で特に差が著 しいのは8,16,36の三つ
で あ る。 この うち8は,前 記2・2・の8で 述べ た よ うに,日 本におけ る外来
語 の発 音の仕 方が関係 してい ると考 え られ る。
4・3・3・ 高校 生の デー タ
高校 生は入学試験 に よって選抜 され ているので義 務教 育の中学生 と各 々の
デ ータを比較す る ことは無理 であ るが,つ ぎに,高 校 生の データーを示す 。
高 等 学 校3年 生
～ 一～_.解 答
問 題 ＼ 一 一一
1-・11-3 2-3 1-2-3 0 誤答率
L/r/一/r/一/1/ 22.0 6.0 2.0 68.0 2.0 78.0
2./iy/一/i/一/iy/ 0.0 90.0 6.0 2.0 2.0 10.0
3./b/一/v/一/b/ 2.0 0.0 4.0 94.0 0.0 100.0
4./UW/一/UW/一/U/ 92.0 0.0 0.0 0.0 8.0 8.0
5./m/一/P/一/m/ 0.0 78.0 14.0 4.0 4.0 22.0
6./h/一/f/一/f/ 4.0 4.0 36.0 54.0 0.0 64.0
7./つ/一/記/一/e/ 0.0 56.0 12.0 2.0 30.0 70.0
8./七/一/こ/一/七/ 2.0 84.0 14.0 0.0 0.0 16.0
9./n/一/n/一/η/ 40.0 4.0 2.0 50.0 2.0 60.0
10./i/一/e/一/e/ 0.0 12.0 78』 2.0 8.0 22.0
11./s/一/S/一/s/ 12.0 0.0 4.0 84.0 0.0 16.0
12./9/一/a/一/a/ 0.0 8.0 74.0 16.0 2.0 26.0
13./pi/一/pr/一/P/ 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0
14./θ/一/s/一/d/ 36.0 12.0 0.0 4.0 48.0 52.0
15./d/一/d/一/茗/ 96.0 0.0 2.0 0.0 2.0 4.0
16./0/一/9/一/η/ 2.0 68.0 16.0 14.0 0.0 32.0.
亀(110) 人 文 研 究 第三十輯
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(数字はパーセソテイジ,太字は正答率)
上記 のデータ と中学生 のデー タに よって,中 学 生 と高校 生の全体的 な英語
聴 覚能力の達成度 を比較す るこ とは無理 であろ うが,デ ー タにあ らわれ た数
英 語 聴 覚 テ ス トの 検 討 (111)
字 で特に 目立つ ものを取 り上 げて検 討す る。 まず 中学 生 と高校生では英語学
習 に3年 間の差 があ るが,全 体的 にそれ程誤答率 が低 くな っていない。逆 に
誤答率 が上が ってい るのは,3,4,22,23,32,33,38,42,43,47,48,
50(問題 の番号)の12も あ る。 これ ら12の 問題 に含 まれ ている音素 的対立
を識別す る能 力が中学 生の時 に定着 してなか ったか,あ るいは高等学校 での
英 語聴 覚指導が英語 の文法 や読 解指導に比べ て徹底 され なか ったためであ ろ
う。 さらに,英 語を指導す る時,生 徒に与 え るモデルの発 音 も大 き く関係 し
て くる。
4.3.4.大 学生 の デー タ
大 学 1 年
滴 ～ 題一 置 澄 」1-211-・1・-311-・-31・1誤 解
1./r/一/r/一/1/ 22.5 5.0 0.0 72.5
1
0.0 77.5
監
ヨ
2./iy/一/i/一/iy/ 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0i
3./b/一/v/一/b/ 7.5 7.5 10.0 75.0 0.0 92.5F
4./UW/一/UW/一/U/ 95.0 0.0 0.0 0.0 5.0 5.0
5./m/一/η/一/ln/ 0.0 85.0 10.0 0.0 5.0 15.0
6./h/一/f/一/f/ 0.0 5.0 62.5 32.5 0.0 37・5
7./・/一/麗/一/。/ 0.0 62.5 10.0 0.0 27.5 72.5
8,/t/一/こ/一/t/ 0.0 77.5 5.0 10.0 7.5 22.5
9./n/一/n/一/り/ 67.5 7.5 0.0 25.0 0.0 32.5
10./i/一/e/一/e/ 0.0 10.0 85.0 0.0 5.0 15.0
11./s/一/s/一/s/ 2.5 0.O 0.0 97.5 0.0 2.5
12,/e/一/a/一/a/ 0.0 0.0 82.5 15.0 2.5 17.5
13./pi/一/pr/一/P/ 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0
14./e/一/s/一/d/ 475 10.0 0.0 0.0 42.5 57.5
15./d/一/d/一/茗/ 100.0 0.0 O.0 0.0 0.0 0.0
16./0/一/9/一/η/ 0.0 67.5 25.0 5.0 2.5 32.5
17./6/一/z/一/z/ 2.5 2.5 35.0 60.0 0.0 65.0
18./乞/一/」/一/茗/ 2.5 45.0 5.0 47.5 0.0 55.0
19./e/一/詑/一/e/ 2.5 77.5 12.5 5.0 2.5 22.5
20./d/一/d/一/r/ 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
21./vid/一/vid/一/vd/ 97.5 0.0 0.0 0.0 2.5 2.5
1
22,/z/一/z/一/z/ 0.0 5.0 0.0 95.0 0.0 5.0
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23./£/一/∂e/一/a/ 90.0 5.0 0.0 0,OI2.5 10.0
24./b1/一/bこ1/一/bel/ 0.0 0.0 O.0 0.0 100.0 0.0
25./∂/一/記/一/記/ 2.5 10.0 27.5 30.0 30.0 72.5
26./t/一/1/一/1/ 40.0 7.5 35.0 19.5 0.0 65.0
27./i/一/i/一/i/ 2.5 2.5 17.5 77.5 0.0 22.5
28./b/一/b/一/v/ 50.0 12.5 12.5 37.5 0.0 50.0
29./u/一/DW/一/uw/ 42.5 45.0 0.0 5.0 7.5 92.5
30./m/一/m/一/m/ 5.0 5.0 15.0 75.0 0.0 25.0
3L/h/一/f/一/h/ 0.0 80.0 12.5 2.5 5.0 20.0
32./。/一〃 一/e/ 92.5 0.0 2.5 0.0 5.0 7.5
33./t/一/こ/一/こ/ 0.0 5.0 97.5 0.0 0.0 2.5
34./η/-/n/一/o/ 5.0 60.0 15.0 15.0 5.0 40.0
35./i/一/e/一/i/ 0.0 97.5 2.5 0.0 0.0 2.5
36./s/一/§/一/き/ 0.0 2.5 95.0 2.5 0.0 5.0
37./∂/一/∂/一/a/ 15.0 12.5 15.0 57.5 0.0 85.0
38./d/一/d/一/d3w/ 95.0 0.0 0.0 2.5 2.5 5.0
39./s/一/θ/一/θ/ 5.0 7.5 45.0 42.5 0.0 55.0
40./d/一/」/一/d/ 2.5 97.5 0.0 0.0 0.0 2.5
41./9/一/η/一/η/ 0.0 60.0 17.5 17.5 5.0 40.0
42./δ/一/δ/一/δ/ 2.5 5.0 5.0 87.5 0.0 12.5
43./茗/一/」/一/乞/ 7.5 7.5 12.5 72.5 0.0 92.5
44・/e/一/ae/一/認/ 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0
45./d/一/d/一/r/ 92.5 0.0 0.0 5.0 2.5 7.5
46./rs/一/rεs/一/rset/ 45.0 225 0.0 0.0 32.5 67.5
47./z/一/z/一/j/ 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
48./記/一/a/一/a/ 0.0 2.5 12.5 85.0 0.0 87.5
49・/s91/一/s1/一/sl/ 0.0 2.5 97.5 0.0 0.0 2.5
50・/記/一/9/一/i/ 12.5 0.0 0.0 0.0 87.5 12.5
(数字はパーセンテイジ,太字は正答率)
大学生は高校 生に比べ て,さ らに,選 抜 され てきてい るので上記の デー タ
を 中学生や高校 生の デー タとを 比 較す ることは 無理 であ ろ う。 ただ,小,
ヰ,高,大 学 の4つ の デー タを見 ると,個 々の問題は別 として,当 然の こと
では あ るが全般 的に誤 答率が低 くな ってい る。 しか し,英 語の語い,文 法 の
知識,読 解力な どの進歩の度合に比べ ると,聴 覚能力 の進歩は少 ない と言え
るで あろ う。 これは各校 におけ る英語教育 の問題 となる。
英 語 聴 覚 テ ス トの検 討 (113)
(1)
5.本 学1年 生入 学 時 と8ヵ 月後 の デ ータ
大学に入学当初 と8ヵ 月後で英語の有意的な音を聞きわけ る能力が,ど の
程度進歩するかを知 るため,「 聴覚 テス ト」の問題によってテス トし,集計
した 。 つ ぎ の 表 は パ ー セ ン テ ー ジ で 誤 答 率 を 示 した も の で あ る 。
音 結 合(Consonantcluster)の略 で あ る 。
C.C.は 子
1陣 率(入学時) 誤答 率(11月) 差
1 /r/一/1/ 74.4 74.4 0.0
2 /iy/一/i/ 2.6 7.7 一5 .1
3 /b/一/v/ 100.0 87.2 13.8
4 /UW/一/U/ 12.8 2.6 10.2
5 /m/一/η/ 76.9 6L5 15.4
6 /h/一/f/ 87.2 74.4 12.8
7 /つ/一〃 48.7 23.1 25.6
8 /士/一/6/ 61.5 74.4 一12 .9
9 /n/一/η/ 64.1 43.6 20.5
10 /i/一/e/ 59.0 35.9 23.1
11 /s/一/§/ 20.5 16.4 4.1
12 /a/一/3/ 3LO 23.1 7.9
13 C.C1 5.1 O.0 5.1
14 /s/一/o/ 84.6 48.7 35.9
15 /z/一/d/ 12.8 12.8 0.0
16 /η/一/9/ 48.7 41.0 6.0
17 /z/一/δ/ 84.6 76.9 7.5
18 /」/一/茗/ 31.0 23.1 7.9719
/肥/一/e/ 71.8 7L8 0.0
20 /d/一/r/ 7.7 7.7 0.0
21 C.C.2 2.6 7.7 一5 .1
22 /」/一/z/ 41.0 41.0 0.0
23 /a/一/記/ 205 18.0 2.5
24 C.C3 7.7 7.7 0.0
25 /お/一/a/
1
20.5 7.7 12.7
(1)本学38年 度生 全員 に入学 後,最 初 の英語演 習 の時間 にL・L・を使 用 して,「 聴
覚 テス ト」 のPartI50問題 を テス トし,8ヵ 月後 に同様に テ ス トした 。 デー タ
の処理 は4ク ラスの うち外 人講師 の指導 を受け た1ク ラスを選 んだ。 入学 時 に テ
ス トを受け たが後 のを受けな か った者,こ れ と逆 の老の答案 を 除 いたので 全部 で
39枚で あ る。
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この表に よると,あ ま り誤 答率 に 差がみ られ ない。 被験者 の 大部分は,
入学 時 まで,ネ イテ ィブ ・ス ピーカーに接 した事 がな く,ま た,中 学 と高 校
の英語 の授業 で,テ ープ ・レコーダーや レコー ドに よるネイテ ィブ ・ス ピ6
カーの発 音を聞いた ことがない学 生がほ とん どすべ てで あった。 これ らの学
生 は,入 学 後,本 学 で外 人講師 の指導 を受け ていた し,LLに おけ る英語
演 習は,す べて,ネ イ テ ィブ ・ス ピーカーが録音 した教材 で学 習 して きたの
で,英 語の聴覚能力は相当進歩 す ることが予 想 され たのであ るが,上 記の表
では,そ れ程誤 答率 が低 くな っていない。考 え られ ることは,大 学生 の年 令
に な ると,あ ま り英語聴覚能力の上昇 は望めないのか,あ るいは,聴 覚能力
の指導は 非常に困難 なのか,と い うことであ る。特に,ど の よ うに考え て よ
いか解釈に苦 しむ のは8ヵ 月後のほ うが入学 時 より,誤 答率 が上が ってい る
場 合が あ ることで あ る。
ここで,変 った ケースを取 りあげてみ る。本学38年度生には,高 校 生の時
(1)
に1年 間 アメリカへ留学 した学生が二人いる。 これ ら二人の学生を仮にA,
Bと して答案用紙にあらわれた素点を比較 してみると,
入学時8ヵ 月後
A3635
B3236
とな ってい る。Bは と もか く,Aは8ヵ 月後 で1点 少 な くなってい る。 しか
も,Aの 答案用紙 を検 討す ると,入 学時 に正答 してい るのに,8ヵ 月後 の テ
ス トで誤 答 してい る問題が4題 あ り,別 な問題 で入学時 に誤 答 していて8カ
月後 に 正答 してい る 問題が3題 あ る。 得点数では1点 少な くな ってい るの
に,50題の問題 の中で7題 が正答 と誤 答が入れ変 ってい るわけであ る。 これ
ら7題 に含 まれ てい る音素 の識別 能力は,Aと い う学 生には,ま だ定着 して
い なか った とみ て よいであ ろ う。
(1)これ ら二 人の学生 は 前記集計 に入れ なか った。
英 語 聴 覚 テ ス ト の 検 討(115)
の
つ ぎに,Bの 学生は今年 の1年 生 と一緒 に同 じテス トを受 けた。つ ま り,
Bは 本学 に入学 時,8ヵ 月後,2年 後と3回 の テス トを受けた ことにな る。
そ の結果は,PartI50題の得点数は34で,1回 目よ り2点 あが ってい るが
2回 目よ り4点 もさが っている。 ところが,PartIIの50題の得点数は42で
あ った。3回 目の テス トが終了 した直後,感 想 を 聞 くとBは おおむねつ ぎの
よ うに述べた。 「春休み中,英 語 に接 していなか ったせ いか,テ ス トの開始
直後は英語その ものが聞 きと りに くか った し,耳 なれ ない単語 の音は記憶 が
うすれ るこ ともあ った。 しか し,テ ス トがすす むにつ れて,英 語の音 になれ
て解答 しやす くなった 。」 この 言を確か め るために答案 用紙ののPartIと
PartIIの誤答数 を調べ ると,PartIの1～25の 問題 で誤 答 してい るのは
1,5,6,7,9,11,17,18,25の9題,同様 に26～50の問題 では27,28,
29,30,43,46,48の7題,PartIIの1～25の問題 では1,ll,15,17,
18の5題,同 様に26～50では26,35,37の3題 が 誤 答 していた。 誤 答数
だけみ ると,確 かに テス トが 進 むにつれ て 誤答す る問題は 少な くなってい
る。 この現象 か ら考え られ ることは,あ る程度 まで英語 の聴覚能力を習得す
れぽ,そ れが一時的に さが って も,英 語 の音になれれ ば,そ の聴覚能力は 回
復 す る,と い うことであ る。 しか し,Bと い う学 生は アメ リカで1年 間 生活
してい るわけで,Bと 同 じ経験 をすべ ての 日本人学生が で きるわけでは ない
か ら,母 国語の言語習慣 の中で,ど の程度英語 の聴覚能力が 定着すれ ばBと
同 じことが 言え るかが問題であ る。英語 の聴 覚 テス トをす る前に2時 間 程英
語 を聞いて,英 語 の音に よ くなれ てか らテス トす る場 含の結 果 と,こ れ まで
扱 って きた結果 の よ うに,い きな りテス トした場 合の結果で,ど ち らの結果
が真の聴 覚能力 と考え るか 。 これ も興味 あ る問題で あ る。
6.英 語 教 員 講 習 会 受 講 者 の デ 一ー一タ
毎年夏休み中に本学を会場 として,道 内中学校 と高等学校の英語教員の講
(1)こ の場 合 はPartII50題 も テ ス トを 受 け た。
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習会を している。その期間は僅か6日 間であるが,講 習会の初 日と最終 日に
LLを 使 って この 聴覚テス トを実施 し,受 講者の英語聴覚能力の参考に し
ている。答案用紙は,そ のつ ど本人に返 しているので,個 々の問題について
の資料は得 られないが,各 受講老の得点数はすべて控えてある。ここで,講
ロ 　
習会受講前 と後でテス トの平均点などが どの ように変 るかを調べるとつぎの
ようになった。
中 学 校 教 員
初 日 最終 日
平均点27・5330・21
最高点3941
最低点1015
高等学校教員
初 日 最終日
26,3330.64
4040
1314
この講習会の 期間中は 受講者同志 も英語を使って 話す ことになっている
し,ネ イテ ィブ ・スピーカーの講師に よる指導を受け ることが多い。 また,
教室で指導を受けた発音練習は,必 ずLL・ で復習す るシステムになってい
ることや1ク ラスが少人数であることなど,恵 まれた環境である。 しか し,
特に英語の聴覚能力だけを練習す るわけではないのに,僅 か6日 間の講習会
で前記の結果があ らわれたわけである。この結果か ら考え られ ることは,良
い環境では,短 期間で も英語の聴取能力はかな り上昇す る,と い うことであ
ろ う。
7.ま と め
小論は,前 半で 「聴 覚 テス ト」 の検討 を試み,後 半では 「聴覚 テス ト」 を
使 用 して テス トした結果,得 ることがで きた種 々の デー タを扱 って きたが,
前 半の結論 と して 「聴覚 テス ト」は
1.前 記2.1・,2・2・で述べた よ うに 日本語 に特徴的 な特殊音素(促 音,
(1)この資料は1963年度の講i習会 に 出席 した 中学校 教員76名.高 校教員77名 に
PartI50題を テス トした もので あ る。
英 語 聴 覚 テ ス トの検 討 (117)・
引音)や/6,j,η/な どの音素につ いての考 慮が なされ ていない ことか ら日
本語の分析が不足 であ る。 さ らに 日英語の比較で,か ぶせ音素や外部的要 因1
の検討がな され ていない(前 記2・3・)など,問 題作成に あた っての 日英語 の
比較が 不充分で あ る。
2・ そ のため,日 本人学 生が識別 困難 と考え られ るす べて の英語 の音素的
対立が 問題の中に含 まれ ていない るわけではない(前 記2.2.,た とえば,
/yiy/と/iy/,/wuw/と/uw/の識別に関す る問題が無 い)。
3・ 聴覚 の残嫁効果が解答に関 係す る(前 記1・1・2・,4・1・)ことや,一 ・
つ の問題点(た とえば/m一 創)に つい ての4題 の問題の中に 三つ の発 話を
同 じに してい るものが2題 もあ る,な ど問題 の形 式に考慮 の余 地があ る(2-
2.)。
4・ ネイ テgブ ・ス ピ ・ー一一カ ー が テス トの 実 施 に あ た って 必要で あ る,な
ど,い つ,ど こで もこの テス トを実施す るこ とがで きるわけではない。
5.前 記4.Lで 述べ た よ うに,信 頼度係数は0.81であ るか ら,デ ー タの
約80パーセ ン トしか信頼で きない。
以上の欠点が あげ られ る。 しか し,こ の ような欠点が あ って も,現 在 まで
「聴 覚 テス ト」 よ り優れた テス トの問題は で きていない 。英語聴覚 テス ト問
題 は,単 な るテス トの専門家の手 で作成 され るだけでは 不充分 であ り,日 本
語 と英語 の音体系について深い学 識を持 ったそれ ぞれ の国の言語学者,英 語
教師,そ の他 テス トに関係があ るすべての専 門家の協力 の もとに テス ト問題
が作成 され なけれぽ な らない といえ る。
つ ぎに小論の後 半で扱 った 「聴 覚 テス ト」を使 って,テ ス トして得 られ た
デ ータか ら把握 できるこ とは(テ ス トに含 まれ てい る問題 の範 囲内で)つ ぎ
の ように まとめ られ る。
1・ 全体的 な英語聴 覚能力 の達成 度をあ る程度把握す ることと,各 音素 の
聴 覚識 別の難 易を知 ることに よって,英 語 音声教材作成 の資料を作 ること も
で きる。 また,個人 の聴 覚能力の トラブル ・スポ ッ トを知 ることができ,指 導
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の際に活用す るこ とが重要 であ る(前 記4.1.)。
2・ 英語 の音素的対立を識別す る能力が環境 の違 いに よって,ど の程 度異
な るかを知 ることがで き る(た とえば,前 記4・1・の 解答 の 状態 を示す 一
覧表 と問題の中に 含 まれ てい る 各音素の 環境 を表 記 した 一 覧表 に よって,
/01一ノa/の対立についての誤答率 は46.o,68.o,80・0,85・oと具体的に判
る)。
3・ 中学,高 校,大 学 と英語 の学習が進むにつれて,そ の語 い,文 法,読
解力はかな り進歩す ると 考 え られ るが,こ れ らに 比較 して 英語 の聴 覚能 力
の進歩 の度合は非常 に少ない ことが具体的に示 され る(前 記4・2.2.,4.2.
3.,4.2.4.)。
4・ 英語の聴 覚能力は定着 しに くく,環 境に よってその定着 の度合が異 な
る(前 記5.6.)。
